
 

 

 

 

夢を持つ力  

学校が再開されてから１ヶ月が経ちました。学校のいろんな場面で通常の教育活動が順調に行われる

ようになってきています。仮校舎ではありますが冷房が完備し、快適な学習環境が保たれています。は

じめはマスクが妨げとなって、なかなか以前のような素敵なあいさつが聞こえてきませんでしたが、少

しずつ「おはようございます」「こんにちは」の声が響いてくるようになってきました。 

さて、今年度からキャリア教育に本腰を入れます。これは、特別活動（学級活動や児童会活動、クラ

ブなど）を要にしながら各教科とも連携させて、下の 4 つの能力を発達段階に応じて育成していきます。

これにより、今勉強していることが自分の将来の夢の実現につながっていくことを理解し、自己実現の

ために勉強する姿をめざします。また、社会的・職業的自立に必要な資質や能力を自発的に身につけて

いく姿もねらいます。かほく市教育委員会では、「中学校卒業時には、自分の意思で自分の職業を選ぶ

ことができるようになっていること」を目標とし、小学校６年間と中学校３年間の９年間で、家庭や地

域と一緒になって能力を育てていくこととしています。 

下に、本校のキャリア教育計画の一部を抜粋しました。あいさつができることも将来のために大切な

力であることが位置づけられています。 

これからも発信していきますので、将来の地域や日本をしょって立つ人材を育てていくために、どう

かご理解とご協力をお願いいたします。 

 

①人間関係形成/社会形成能力 ②自己理解/自己管理能力 ③課題対応能力 ④キャリアプランニング能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏ページには、野球で活躍したイチロー選手が小学校六年生の時に書いた作文と、現在活躍中の大谷

翔平選手が高校入学時に記した計画表があります。どうでしょうか。将来、社会人・職業人として必要

な、上の①、②、③、④の能力全てが計画の中に入っていると思いませんか？ 

学校だより    くんとう           令和２年６月３０日（火） 
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高学年 

①思いやりの気持ちを持ち，相手の立

場に立って考え，行動しようとする。 

②自分の長所や欠点に気づき，自分ら

しさを発揮する。 

③生活や学習上の課題を見つけ，自分

の力で解決しようとする。 

④異年齢集団の活動の中で，高学年と

しての役割と責任について考え，実践

する。 

中学年 

①自分の意見や気持ちを伝えたり

自分と異なる意見も受け入れたり

しながら集団の合意形成を図る。 

②自分や友達のよいところを認

め，励まし合う。 

③自分の力で課題を解決しようと

努力する。 

④学習や学校行事等で目標を持

ち，実践する。 

低学年 

①あいさつや返事をし，「あり

がとう」や「ごめんなさい」を

言う。 

②自分の思いをはっきり言

い，友達と助け合う。 

③自分のことは自分で行おう

とする。 

④係や当番の活動に取り組

み，それらの大切さが分かる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月の行事予定表は、明日（７月１日）に配布いたします。 
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